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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年2月26日(2015.2.26)

【公開番号】特開2012-234821(P2012-234821A)
【公開日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-050
【出願番号】特願2012-150670(P2012-150670)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  11/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｂ    5/00     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｂ    5/00     　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｒ   11/01     ５０１Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月5日(2015.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電層を少なくとも表面に有する導電性粒子、及び該導電性粒子の表面に付着している
絶縁性粒子を有する絶縁性粒子付き導電性粒子本体と、
　前記絶縁性粒子付き導電性粒子本体の表面を被覆している被膜とを備え、
　前記被膜が、炭素数６～２２のアルキル基を有する化合物により形成されており、
　前記被膜が、前記導電性粒子の表面を覆っている被膜部分と、前記絶縁性粒子の表面を
覆っている被膜部分とを有し、
　前記導電性粒子の表面を覆っている被膜部分と、前記絶縁性粒子の表面を覆っている被
膜部分とが連なっている、絶縁性粒子付き導電性粒子。
【請求項２】
　前記絶縁性粒子が無機粒子を含む、請求項１に記載の絶縁性粒子付き導電性粒子。
【請求項３】
　前記炭素数６～２２のアルキル基を有する化合物が、リン酸エステル又はその塩、亜リ
ン酸エステル又はその塩、アルコキシシラン、アルキルチオール及びジアルキルジスルフ
ィドからなる群から選択された少なくとも１種である、請求項１又は２に記載の絶縁性粒
子付き導電性粒子。
【請求項４】
　前記絶縁性粒子は、絶縁性粒子本体と、該絶縁性粒子本体の表面の少なくとも一部の領
域を覆っており、かつ高分子化合物により形成されている層とを有する、請求項１～３の
いずれか１項に記載の絶縁性粒子付き導電性粒子。
【請求項５】
　前記導電性粒子の表面の前記絶縁性粒子が付着している部分以外の部分に、前記高分子
化合物が付着していない、請求項４に記載の絶縁性粒子付き導電性粒子。
【請求項６】
　前記高分子化合物が、（メタ）アクリロイル基、グリシジル基及びビニル基からなる群
から選択された少なくとも１種の反応性官能基を有する、請求項４又は５に記載の絶縁性
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粒子付き導電性粒子。
【請求項７】
　前記絶縁性粒子が、前記導電性粒子の表面に、ハイブリダイゼーション法により付着さ
れていない、請求項１～６のいずれか１項に記載の絶縁性粒子付き導電性粒子。
【請求項８】
　第１の接続対象部材と、第２の接続対象部材と、該第１，第２の接続対象部材を接続し
ている接続部とを備え、
　前記接続部が、請求項１～７のいずれか１項に記載の絶縁性粒子付き導電性粒子により
形成されているか、又は該絶縁性粒子付き導電性粒子とバインダー樹脂とを含む異方性導
電材料により形成されている、接続構造体。 
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